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中期経営計画の修正に関するお知らせ

当社は、2023 年５月 10 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、2021

年５月 14 日に開示した中期経営計画の最終年度となる 2024 年３月期（2023 年４月１日～2024 年３月 31

日）の数値目標を修正することとしましたので、お知らせいたします。

１．2024 年３月期通期連結業績目標数値の修正

（１）2024 年３月期通期連結業績目標数値の修正（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）

連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１ 株 当 た り

連結当期純利益

前回発表目標（Ａ）
百万円

5,500

百万円

700

百万円

690

百万円

483

円 銭

88.81

今回修正目標（Ｂ） 5,700 500 490 332 61.04

増 減 額（Ｂ－Ａ） 200 △200 △200 △151 －

増 減 率（ ％ ） 3.6 △28.6 △29.0 △31.3 －

（参考）前期連結実績

（2023 年３月期）
4,463 331 330 240 44.26

（２）修正の理由

2023 年３月期は、「Investment & Innovation」をスローガンに掲げた中期経営計画の 2 年目となり、

中期経営計画初年度に行った成長分野に対する研究開発投資や、人財投資を更に発展させるべく、研究

開発成果の製品化や、継続的な人財採用とその育成に対する投資など、中期経営計画最終年度となる

2024 年３月期の営業利益計画を達成するための重要な成長フェーズと捉え、事業活動を行いました。

一方で、様々な外部環境による価格高騰による人件費や仕入コストの増加は免れない状況となりまし

たが、そのような状況下においても、企業価値向上や労務環境の整備を行うべく、引き続き人財投資を

積極的に行う必要があると考えます。また、計画しておりました自社新製品の製品化やリリースにも遅

れが発生しており、他商材で売上目標を達成できるよう計画の見直しを行いましたが、当初計画してい

た利益を確保することが困難であると判断し、2024 年３月期の業績目標を修正することとしました。



２. 配当予想の修正

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営における重要課題の一つとして位置づけております。当

社における株主還元の基本方針は、「株主様に対して、当社グループの経営成績に基づいた成果配分を安

定的に実施していく」こととしております。そのためには、持続的な成長が不可欠であり、当社の強み

を活かした事業展開によって収益向上に努めると同時に、更なる企業体質の強化を図り、株主様への利

益還元に努める所存です。また、短期的に経営指標の数字を追うものではなく、株主様をはじめとした

ステークホルダーの皆様に、当社に対する安心感を持っていただける経営を目指しております。配当金

については、毎期の経営成績、投資計画、内部留保の状況などを勘案し、連結配当性向 30％以上を目標

とし、安定的・継続的な配当を行うよう努めてまいります。

次期の配当につきましては、より一層の株主様への還元に努めるべく連結配当性向 30％以上を目標

とする基本方針等を勘案してまいりますが、今回発表の計画修正に伴い、誠に遺憾ではございますが、

公表しております予想から７円減配させていただき、１株当たり 20 円を計画しております。株主の皆様

には深くお詫び申し上げますとともに、業績回復に尽力してまいりますので、引続きご支援賜りますよ

うお願い申し上げます。

１ 株 あ た り 配 当 金 （ 円 ）

基 準 日 第２四半期末 期末 年間

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 0.0 円 27.0 円 27.0 円

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 0.0 円 20.0 円 20.0 円

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0.0 円 △7.0 円 △7.0 円

（ 参 考 ） 前 期 実 績

（ 2 0 2 3 年 ３ 月 期 ）
0.0 円 15.0 円 15.0 円

以 上


